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①　 点 ， をそれぞれ中心として，等しい半径の円をかく。

②　①でかいた 円の交点を通る直線 をひく。

③　点 を中心とする円をかき，線分 ， との交点をそれぞれ ， とする。

　 点 ， をそれぞれ中心として，等しい半径の円をかく。

①

①

②

③

④

④　③でかいた 円の交点の つを とし，半直線 をひく。この半直線と直線

　の交点を とする。

このとき，点 は，線分 の垂直二等分線上に

あって，線分 と線分 から等しい距離にある。

①
①

②

　

①　 点 ， をそれぞれ中心として，

　等しい半径の円をかく。

②　①でかいた 円の交点を通る直線をひき，

　直線 との交点を とする。

　このとき，点 は，直線 上にあって，

　 点 ， から等しい距離にある点である。

①　 点 ， を結び，線分 の垂直二等分線を作図する。

②　 点 ， を結び，線分 の垂直二等分線を作図する。

③　①，②で作図した 直線の交点を とし， を中心とする半径 の円をかく。

①

②

③

このとき， ， ，

すなわち　

が成り立つ。

したがって，円 は 点 ， ， を通る。

　 　頂点 が頂点 に，頂点 が頂点 に，頂点 が頂点 に重なるように平６

　　　　行移動する。

　　　 　 　　 　

①

③
②

⑥ ⑧
⑤ ⑦ ⑨

④

右の図のように各点を定める。

　①を⑤に重ねるには，

　　　頂点 が頂点 に，

　　　頂点 が頂点 に，

　　　頂点 が頂点 に

　重なるように平行移動すればよい。

　対称の軸と辺 の交点を とすると　　

　 であるから，点 から対称の軸まで

　の距離は　　

　 ， ， であるから，①を点 を中心として

　時計の針の回転と同じ向きに だけ回転移動すると，⑨に重なる。

　 　 人　　 　 円　　 　 　 　７

　参加人数を 人とする。

　必要な会費の関係から

　　

　　　　

　　　　　　

　これは問題に適している。

　よって，参加人数は　 人

　この商品の原価を 円とすると，売価は　　 円

　よって，利益について　　

　これを解くと　　

　これは問題に適している。　　　　 　 円

　 が解であるから， を に代入すると

　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　妹が出発してから 分後に兄が追いつくとすると

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　 　

　 分後に追いつくとすると， 人が進んだ道のりはともに で，駅までの道のり

　より短いから，問題に適している。

　よって，追いつく地点と駅との間の距離は　　


